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キャリアを支援する 
赤十字専門学校教員ラダー
看護教員ラダーの概要　　小越佐知子
認定を受けた立場から　　岩村直美・藤元由紀子・箕口ゆうこ・
柳めぐみ

評価をする立場から　　満間信江・高岸壽美・小松智子
【特別記事】
教育実践と研究業績を結びつける Sotl　　大山牧子

【連載】
優れた “わざ ”をどう伝えるか─
技術の「背後にある意味」を教える・2　　阿保順子

「配慮が必要な学生」の学びにつなげる対応─臨地実習における
教育上の調整を考える・2　　飯岡由紀子

学生なら誰でも知っている 看護コトバのダイバーシティ・2　　
木村映里

だから私はこう書いた　系看著者のフィロソフィー・6　　奈良間美保
グループワークの “達人 ”への道・8　　三浦真琴
東西南北！　学生募集旅日誌・8　　高塚由香里

●弊誌の歴史が 58年目に入ることから
考えても，看護界が「教育」を重要視して
きたことは明らかです。特に看護師養成
を担ってきた専門学校では，大学で「教
育力」が重視され FDが義務化される以
前から教員養成講習会修了が求められ，
教員は教育を学ぶことが必要であり当然
と考えられてきました。ただ，残念なが
らその内容は，教育界の進歩や教育環境
の変化に追いつけていないところが見受
けられます。養成講習会の学びだけでは
不十分になりつつあるとはいえ，制度改
革には時間を要します。だからこそ，継
続研修での教育力 UPが必須となるの
です。●特集の座談会で言われているよ
うに，いま必要なのは，先生方の自己研
鑽の成果を「見える化」し評価することで
す。各学校や協議会，協会などで個々の
教員の教育業績を称する体制の確立をめ
ざしていただきたいと思います。  
 ……大野
●看護教員「実力養成」講座，今年は「看
護実践能力を高める実践的思考力の育
成」をテーマに行いました。大阪会場，
東京会場ともに満席で，看護教育を良く
しよう，という熱気を感じました。ご参
加いただいた皆さま，本当にありがとう
ございました。●寒くなってきて，鍋の
美味しい季節ですね。私は「出汁」フェチ
なので，どんな具材の組み合わせが良い
出汁となるか，よく研究しています（最
近は，ほうれん草と豚肉だけを，にんに
くと大量の日本酒で煮込む，常夜鍋が好
きです）。今回の「実力養成」講座で頂戴
しました多くのお声から，良い出汁の出
た雑誌をつくっていきたいと思います。 
 ……番匠
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使える「患者役」になろう！

身体知をリベラルアーツに

看護教育においては，常に「患者役」が必要となります。ペー
パーペイシェントや数値だけの事例を除けば，授業から演
習，技術の習得から接遇対応のシミュレーションまで，患
者役が存在しない場面はないと言ってもいいでしょう。た
だ，高度な教育を受けた SP（Standardized Patient）が不可欠
な OSCEはともかく，訓練された模擬患者を授業で活用で
きる機会は限られていますし，臨床看護師に患者役で協力
してもらうのも，常にとはいきません。当然教員がその役
割の大半をこなすことになります。
大抵の教員は，自らの臨床経験と学んだ知識で患者役を演
じます。けれども，そこに目的達成のために「演じている」
という意識はあるでしょうか？さらに言えば，学生に患者
役をさせる際に，「演じる」ことを意識させているでしょう
か？
今回の特集では，教員が患者役を演じることの重要性を再
認識していただいたうえで，いかにすれば教育効果を高め
る患者役になれるかを考えていただくものです。模擬患者
教育の実情や正式な養成を受けた模擬患者の演じ方を参考
に，より使える患者役になっていただきたいと思います。

■教員や学生が「患者役」になる意義をあらため
て考える …………………………屋宜譜美子

■模擬患者教育の立場からみた「患者役」の演じ
方 …………………………………福井みどり

■模擬患者に聞く「患者役」のあり方 …………
 ……………佐藤睦子／斎藤文江／長谷川克

■学生の段階的技術試験や新人看護職員合同研
修における「OGナース」の模擬患者として
の活用 …………………………………………  
 ……若林亜由美／田口恵美子／高口みさき

■【対談】「演じる」視点からロールプレイを再考
する …………………………有馬葉子／蓮行

【2016年 10月号（Vol.57 No.10）】

「病態関連図」を	
おもしろく！

【2016年 9月号（Vol.57 No.9）】

さぁ、臨床判断モデル
【2016年 8月号（Vol.57 No.8）】

論理的に書こう！

【2016年 7月号（Vol.57 No.7）】

論理的に話そう！
【2016年 6月号（Vol.57 No.6）】

看護過程再再考
【2016年 5月号（Vol.57 No.5）】

「気持ちのいい」ケアを		
教えよう！

いわゆるリベラルアーツ，教養教育の内容は，教育機関によっ
てまちまちです。書店でも，哲学や歴史，基礎科学，統計学
など，さまざまな切り口の「リベラルアーツ」「教養」の書籍が
並んでおり，またその目的も，「人生を豊かにする」「ビジネス
パーソンとして生きぬく」など，さまざまです。
しかし，本を読んで多くの知識を頭に入れることが，いわゆ
る「教養を身につけること」なのでしょうか。
現在，一部教育機関ではその見直し，つまり，「頭で学ぶ」だ
けでなく，「身体で学ぶ」，という「身体知」もまた，何かを学
び専門性を発揮するうえで，重要なのではないか，という新
しい考えが起こっています。この動きは，座学中心の授業から，
アクティブラーニングへ，という動きとも連動しています。
一方，看護基礎教育はずっと以前から，実習や演習など，「身
体で学ぶ」機会に恵まれてきましたが，実習時間の減少や，医
療現場の変化などで，看護師が身体知を用いて患者と向き合っ
ていない，という警鐘も昨今鳴らされています。
身体知をリベラルアーツにとらえ直そうとしている動きは，
「身体知」の低下が叫ばれる，看護教育の内容にもつながるの
では，という思いで，本特集を企画しました。日々生きた身
体に取り組まれる，みなさんの刺激となれば幸いです。

■看護教育危機の時代，なぜ今，「身体知」か 
 ………………………………………西山悦子

■看護職者らしさを支える知覚─ある看護
学生の「身体知」が変わるとき …菊池麻由美

■身体知の構造─「身体で知る」ことの三段
階 …………………………………大橋容一郎

■「身体の教養教育」改革 ………………鈴木守

■新たな身体モデルに向けて ………山本敦久

「病態関連図」をおもしろく！
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